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…伝えたい議会のこと　お聞きしたい皆さんの声… 

議会報告会 
開催のお知らせ 
11月20日（土）午後2時より 
小手指公民館分館ホール 

11月24日（水）午後7時より 
松井公民館ホール 

9月議会で審議した内容について、この

市議会だよりを資料として、議員が市民

の皆様にご報告します。お申し込みは不

要ですので、お気軽にご来場ください。 

■園児たちの歓声が響きます。（西所沢保育園） 
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補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
、
下
水
道
特
別
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
計
8
件

で
し
た
。
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

21
億
1
、
0
8
5
万
9
千
円
の
増
額
を

行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
8
5
8
億
5
、
9
5
7
万
3
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
お
も
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

■
社
会
福
祉
法
人
立
保
育
園
施
設
・
 

設
備
整
備
費
補
助
事
業
 

3
9
、
7
9
8
千
円
 

■
民
間
保
育
園
整
備
資
金
貸
付
事
業
 

3
0
、
0
0
0
千
円
 

　
社
会
福
祉
法
人
わ
か
竹
会
が
運
営
す

る
、
わ
か
た
け
元
町
保
育
園
の
増
築
に

よ
る
定
員
増
（
30
人
）
の
計
画
提
出
を

受
け
、
施
設
整
備
費
用
の
一
部
に
対
し
、

補
助
金
の
交
付
と
資
金
の
貸
付
を
行
な

い
ま
す
。
 

■
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業
 

2
4
、
2
1
1
千
円
 

　
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
本
年
8
月
分
か
ら
父
子
家
庭
及
び

母
に
障
害
の
あ
る
家
庭
も
支
給
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
児
童
扶
養

手
当
の
シ
ス
テ
ム
修
正
を
行
い
、
父
子

家
庭
分
の
手
当
と
母
子
家
庭
の
増
加
に

伴
う
不
足
分
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
 

■
「
文
化
な
ん
で
も
ア
リ
ー
ナ
」
 

開
催
事
業
　
　
　
　
　
9
0
0
千
円
 

　
本
年
4
月
に
開
館
し
た
中
央
公
民
館

は
、
既
に
多
く
の
市
民
や
文
化
団
体
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
利

用
者
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
公
民
館
主

催
事
業
と
し
て
、
親
子
を
対
象
と
し
た

人
形
劇
公
演
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
も
の
で
す
。
 

        ■
所
沢
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

　
職
員
が
夏
季
の
期
間
に
お
い
て
、
心

身
の
健
康
の
維
持
及
び
増
進
又
は
家
庭

生
活
の
充
実
を
図
る
場
合
、
8
日
間
の

範
囲
内
で
取
得
で
き
る
夏
季
休
暇
（
特

別
休
暇
）
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。
 

　
今
ま
で
、
職
員
の
夏
季
休
暇

は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
日

数
を
8
日
に
し
た
根
拠
は
な
に
か
。
 

　
こ
れ
ま
で
は
、
条
例
に
基
づ

き
厚
生
事
業
参
加
に
係
る
職
務

専
念
義
務
の
免
除
と
し
て
実
施
し
て
き

た
。
日
数
8
日
の
根
拠
と
し
て
は
、
県

内
他
市
の
状
況
を
調
査
し
、
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
 

を可決しました 

おもな議案の概要 

平成22年　第3回（9月）定例会 

所沢市自治基本条例特別委員会を設置 所沢市自治基本条例特別委員会を設置 

　平成　平成2222年第年第3回（9月）月）定例会は、定例会は、9月2日から日から27

日までの日までの2626日間の会期で開催されました。日間の会期で開催されました。市長か市長か

らは、一般会計補正予算などの補正予算一般会計補正予算などの補正予算8件、所沢

市斎場条例の一部を改正する条例制定など条例関係

9件、件、決算の認定が決算の認定が1212件など、件など、計3939件の議案が提件の議案が提

出されました。 

　このうち、　このうち、決算の認定決算の認定1212件と所沢市自治基本条件と所沢市自治基本条

例制定についての議案を例制定についての議案を9月定例会後の閉会中の継月定例会後の閉会中の継

続審査とし、その他の議案はすべて可決しました。 

　議員からは、決算特別委員会及び所沢市自治基本

条例特別委員会を設置する議案条例特別委員会を設置する議案（4ページ上段参照）

が提出され、いずれも可決しました。 

　また、教育福祉常任委員会から、小・中学校の猛

暑対策を早急に実施することを求める決議について

の議案の議案（8ページ中段参照）ージ中段参照）が提出され、可決しま

した。 

　平成22年第3回（9月）定例会は、9月2日から27

日までの26日間の会期で開催されました。市長か

らは、一般会計補正予算などの補正予算8件、所沢

市斎場条例の一部を改正する条例制定など条例関係

9件、決算の認定が12件など、計39件の議案が提

出されました。 

　このうち、決算の認定12件と所沢市自治基本条

例制定についての議案を9月定例会後の閉会中の継

続審査とし、その他の議案はすべて可決しました。 

　議員からは、決算特別委員会及び所沢市自治基本

条例特別委員会を設置する議案（4ページ上段参照）

が提出され、いずれも可決しました。 

　また、教育福祉常任委員会から、小・中学校の猛

暑対策を早急に実施することを求める決議について

の議案（8ページ中段参照）が提出され、可決しま

した。 
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追
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●
９
月
６
日
 

●
９
月
７
日
 

●
９
月
９
・
１０
・
１３
・
１４
・
１５
日
 

●
９
月
１６
日
 

●
９
月
２４
日
 

●
９
月
２７
日
 

9
月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き
 

9
月
定
例
会
の
動
き
 

●
９
月
２
日
 

■
所
沢
市
斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
 

　
す
る
条
例
 

　
近
隣
斎
場
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
市

外
居
住
者
の
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。
 

ま
た
、
本
市
の
介
護
給
付
費
等
の
支
給

を
受
け
て
い
て
、
介
護
保
険
法
に
規
定

す
る
住
所
特
例
施
設
や
障
害
者
自
立
支

援
法
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
入
所
し

て
い
る
市
外
居
住
者
を
市
内
居
住
者
扱

い
と
す
る
規
定
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

　
 

  ■
上
新
井
地
区
雨
水
貯
留
施
設
築
造
 

　
工
事
請
負
契
約
締
結
 

契
約
金
額
　
2
億
9
1
0
万
7
、
5
0
 

　
0
円
 

契
約
の
相
手
方
　
西
武
建
設
株
式
会
社
 

■
小
型
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

取
得
 

取
得
金
額
　
2
、
9
5
0
万
5
千
円
 

取
得
の
相
手
方
 

株
式
会
社
モ
リ
タ
東
京
営
業
部
 

   ■
下
山
口
駅
第
1
自
転
車
駐
車
場
等
の

指
定
管
理
者
の
指
定
 

　
現
指
定
管
理
者
と
の
協
定
が
今
年
度

で
終
了
と
な
る
た
め
、
平
成
23
年
度
の

指
定
を
行
う
も
の
で
す
。
な
お
、
平
成

24
年
4
月
1
日
を
も
っ
て
、
全
駐
車
場

の
協
定
期
間
を
統
一
し
、
管
理
経
費
の

節
減
及
び
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
り
ま

す
。
 

指
定
す
る
団
体
　
社
団
法
人
所
沢
市
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

指
定
期
間
　
平
成
23
年
4
月
1
日
〜
 

平
成
24
年
3
月
31
日
 

             ■
所
沢
市
老
人
ホ
ー
ム
亀
鶴
園
等
の
 

　
指
定
管
理
者
の
指
定
 

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
亀
鶴
園
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
う

と
と
も
に
、
亀
鶴
園
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
定
期
間

が
満
了
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら

3
年
間
の
指
定
を
行
う
も
の
で
す
。
 

指
定
す
る
団
体
 

　
社
会
福
祉
法
人
　
若
狭
会
 

指
定
期
間
　
平
成
23
年
4
月
1
日
〜
 

平
成
26
年
3
月
31
日
 

討 論 討 論 

■ 所沢市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する 
条例の一部を改正する条例制定　 

●反対● 
・昨年度の本市職員の夏季休暇平均

取得日数は6.7日ということで、現

行7日でも100％は取得されてい

ない。8日に増やすことで、出勤日

の業務量が増え、時間外労働増と

なる可能性もあり、かえって職員

に負担がかかる。 

●賛成● 
・昨今の公務員バッシングには事実

に基づく検証が必要である。民間

の調査結果を見ても公務員の待遇

が突出して良いわけではない。 

・職員待遇の透明性が確保できる。 

・県内他市の状況からも、8日は妥

当である。 

■ 所沢市立学校設置条例の一部を改正する条例制定 
●反対● 
・住民に対し十分な周知期間もおかず、

突然園児募集を中止し、廃園手続

を強行した。 

・地域の子育て支援の拠点であった

幼稚園の廃園は、「子育てするなら

所沢」という市長のスローガンに

も反する。 

●賛成● 
・開園当初は150人前後いた園児が徐 

々に減少してきており、昨年度は

55人となった。幼児期は集団生活

を通して豊かな人格形成をはぐく

む時期であり、ある程度の園児数

が必要なことから、廃園もやむを

得ない。 

■ 所沢市老人ホーム亀鶴園等の指定管理者の指定 
●反対● 
・指定管理者制度では、当初予算で

議会のチェックもできなくなる。 

・１法人の応募しかなく、点数も低

いことが心配される。当初は現在

の人員を確保する仕様だが、営利

を追求する法人が、今後も同じ仕

様を維持していくか不安である。 

●賛成● 
・若狭会は、他の高齢者施設や保育

園などの施設も堅実な運営を行な

っている。また、平成13年度から

は亀鶴園の夜間管理を受託しており、

実績も高く評価されている。職員

配置も入所者に配慮したものとな

っており、適格性を認める。 

議案に します 賛成×反対 議案に します 賛成×反対 



人
事
案
件
・
そ
の
他
 

人
事
案
件
・
そ
の
他
 

質
問
者
 

質
問
者
 

質
問
者
 

利
点
は
あ
る
の
か
 

　
　
　
　
　
　
国
保
の
広
域
化
 

質
問
者
 

増
え
続
け
る
臨
財
債
 

 
 
 
 
 
償
還
見
込
み
は
？
 

会
派
「
翔
」　
高
田
昌
彦
 

質
問
者
 

入
札
制
度
改
革
の
 

　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
充
実
を
 

日
本
共
産
党
　
城
下
師
子
 

質
問
者
 

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
 

　
　
　
　
　
国
へ
働
き
か
け
を
 

日
本
共
産
党
　
小
林
澄
子
 

質
問
者
 

加
入
率
増
加
に
向
け
 

　
　
　
　
　
人
材
育
成
が
急
務
 

質
問
者
 

入
札
を
し
な
い
の
は
問
題
！
 

 
 
 
 「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」 

市
民
ク
ラ
ブ
　
岡
田
静
佳
 

質
問
者
 

産
業
政
策
の
充
実
で
 

　
　
　
　「
魅
力
的
な
ま
ち
」に
 

公
明
党
　
村
上
　
浩
 

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
は
 

　
　
　
　
機
能
し
て
い
る
か
？
 

公
明
党
　
福
原
浩
昭
 

虐
待
防
止
の
た
め
の
 

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は
 

公
明
党
　
吉
村
健
一
 

日
本
共
産
党
　
荒
川
　
広
 

質
問
者
 

対
人
保
健
分
野
の
 

　
　
　
　
充
実
を
図
る
た
め
に
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

石
本
亮
三
 

質
問
者
 

来
年
度
に
向
け
た
 

　
　
　
国
保
税
の
改
正
内
容
は
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
健
一
 

自
由
民
主
党
　
大
　
靖
治
 

▲こども相談センター（市役所2階） 

▲暮らしの便利帳 
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  ■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
 

・
京
谷
圭
子
氏
（
緑
町
／
新
任
） 

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
 

・
大
岩
征
子
氏
（
緑
町
／
新
任
） 

■
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
　
8
路
線
 

　
 

        議
員
　
地
域
福
祉
計
画
で
設
定
し
て
い

る
目
標
基
準
に
対
す
る
結
果
、
そ
の
検

証
方
法
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
同
計
画

に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。
 

保
健
福
祉
部
長
　
目
標
基
準
に
対
す
る

進
捗
は
、
事
業
課
か
ら
現
状
や
評
価
、

課
題
等
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。
進
捗

を
管
理
す
る
所
沢
市
地
域
福
祉
推
進
検

討
委
員
会
か
ら
も
提
言
を
受
け
、
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
 

市
長
　
計
画
に
位
置
づ
け
た
実
施
事
業

の
調
査
や
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価

を
行
い
、
結
果
を
所
管
課
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
お
り
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
は
機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
。
 

    議
員
　
中
核
市
や
保
健
所
政
令
市
の
保

健
所
に
移
譲
さ
れ
る
権
限
は
、
部
分
的

な
も
の
に
と
ど
ま
る
。
本
市
が
保
健
所

を
持
っ
た
場
合
、
対
人
分
野
の
充
実
を

図
る
た
め
、
保
健
所
整
備
に
よ
り
補
充

さ
れ
る
保
健
師
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、

医
師
を
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
に
回
す
考

え
も
あ
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。
 

市
長
　
保
健
事
業
の
充
実
は
重
要
な
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

保
健
所
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
役
割
が
異
な
る
と
考

え
る
。
現
状
の
機
能
の
中
で
保
健
師
や

医
師
を
各
セ
ン
タ
ー
へ
配
置
す
る
効
果

を
検
証
し
、
対
応
を
図
る
こ
と
が
現
実

の
方
法
だ
と
考
え
る
。
 

    議
員
　
本
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ
の
諮
問
の
う

ち
、
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。
ま
た

資
産
割
の
改
正
は
検
討
し
た
か
。
 

市
民
経
済
部
長
　
本
年
度
は
、
低
所
得

者
層
に
対
し
新
た
な
軽
減
措
置
を
実
施

し
た
が
、
来
年
度
は
お
も
に
中
間
所
得

者
層
世
帯
の
負
担
軽
減
を
加
え
、
す
べ

て
の
世
帯
が
対
象
と
な
る
よ
う
に
医
療

給
付
費
分
の
税
率
等
の
引
き
下
げ
を
考

え
て
い
る
。
今
回
の
諮
問
内
容
は
、
被

保
険
者
全
員
が
対
象
と
な
る
税
額
を
減

額
す
る
も
の
で
、
資
産
割
の
改
正
は
示

し
て
い
な
い
。
 

   
 

議
員
　
児
童
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見

の
た
め
の
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
親
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

し
つ
け
の
方
法
な
ど
親
に
対
す
る
取
り

組
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
コ
モ
ン

セ
ン
ス
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
講
座

を
本
市
で
も
実
施
で
き
な
い
か
。
 

こ
ど
も
未
来
部
長
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
を
、
保
育
園

16
園
で
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を

実
施
し
、
虐
待
の
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

や
所
沢
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
設
置
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
努
め
て
い
る
。
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・

ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
講
座
は
、
効
果
等

も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

                議
員
　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
都
道
府
県
単
位
に
広
域
化
す
る
制

度
改
変
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
国
庫
負
担

が
削
減
さ
れ
た
ま
ま
広
域
化
し
て
も
財

政
や
制
度
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
県
知
事
と
の

協
議
で
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
全
廃
や

徴
収
強
化
等
が
協
議
さ
れ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。 

市
長
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

の
問
題
や
厳
し
い
国
保
財
政
か
ら
、
広

域
化
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
国
へ
の
要
望
や
県
と

の
協
議
内
容
は
、
全
体
の
中
で
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
り
、
情
報
を
聴

取
し
て
本
市
と
し
て
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
る
必
要
が
あ
る
。 

         議
員
　
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
20

歳
代
の
市
民
の
本
市
に
対
す
る
愛
着
度

や
定
着
志
向
が
低
い
。
産
業
政
策
と
し

て
、
産
業
創
出
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

に
ぎ
わ
い
と
地
域
活
性
化
を
任
務
と
し

た
新
し
い
部
署
を
設
置
で
き
な
い
か
。 

市
長
　
第
5
次
総
合
計
画
・
基
本
構
想

素
案
の
策
定
過
程
で
、
土
地
利
用
構
想

を
ま
と
め
る
際
、
関
連
部
署
で
意
見
交

換
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
庁
内
会
議

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
趣
旨
の
実
現

も
可
能
と
考
え
る
。
前
期
基
本
計
画
素

案
で
は
、
重
点
課
題
に
所
沢
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
掲
げ

所
沢
ブ
ラ
ン
ド
と
呼
べ
る
資
源
を
市
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

    議
員
　
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成
13

年
度
以
来
残
高
が
増
加
し
続
け
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
は
約
35
億
円

借
り
て
い
る
が
、
使
途
を
伺
い
た
い
。 

財
務
部
長
　
中
期
財
政
計
画
の
中
で
毎

年
度
公
債
費
等
の
推
計
値
を
設
け
、
最

も
金
額
の
大
き
い
平
成
23
年
度
以
降
徐

々
に
減
額
す
る
形
で
償
還
し
た
い
。
財

源
不
足
に
充
当
し
て
い
る
こ
と
や
一
般

財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
途
は
具
体

的
に
は
明
示
で
き
な
い
が
、
臨
財
債
を

借
り
る
理
由
の
一
つ
に
社
会
保
障
費
の

増
が
あ
り
、
強
い
て
挙
げ
れ
ば
社
会
保

障
費
に
充
当
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

    議
員
　「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
の
作
成

に
つ
い
て
、
市
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
業
者
選
定
の
際

市
内
業
者
を
検
討
対
象
に
し
な
か
っ
た

理
由
、
入
札
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
何

か
。
ま
た
、
2
8
3
社
か
ら
高
額
な
広

告
料
を
集
め
て
い
る
が
、
営
業
方
法
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。 

市
長
　
本
事
業
は
、
情
報
の
収
集
、
編

集
、
広
告
募
集
、
印
刷
、
製
本
、
配
布

と
い
う
作
業
を
一
括
で
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。
期
間
内
に
作
成
し
全
世
帯
に

配
布
す
る
大
き
な
事
業
で
、
実
績
を
持

つ
事
業
者
が
市
内
に
い
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
広
告
掲
載
は
、
価
値
に
賛
同

し
た
事
業
者
を
掲
載
し
て
お
り
、
強
制

的
な
お
願
い
を
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

           議
員
　
本
市
は
試
行
的
に
総
合
評
価
方

式
を
導
入
し
て
い
る
が
、
要
綱
や
審
査

委
員
会
は
県
の
も
の
を
利
用
し
て
お
り

市
独
自
の
評
価
が
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
。
障
害
者
の
雇
用
や
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
早
急
に

評
価
項
目
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。 

市
長
　
社
会
的
責
任
の
評
価
は
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
対
策
や
障
害
者
雇
用
の

状
況
等
を
評
価
項
目
に
加
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
項
目
は
、
県
総
合
評
価

審
査
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
、
検
討
し

た
い
。
市
内
業
者
が
総
合
評
価
方
式
に

慣
れ
る
ま
で
試
行
実
施
を
拡
充
し
な
が

ら
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
審
査

委
員
会
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。 

    議
員
　
自
治
会
の
加
入
率
が
年
々
減
少

し
て
い
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
自
治

会
活
動
の
戦
力
と
な
る
人
材
を
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。 

市
民
経
済
部
長
　
加
入
世
帯
数
は
増
加

し
て
い
る
が
、
総
世
帯
数
が
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
た
め
に
加
入
率
が
減
少
し

て
い
る
。
人
材
育
成
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
公
民
館
等
で
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
（
仮
称
）

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
、
住
民
自
治

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
担
う
人
材

育
成
講
座
等
を
開
催
し
、
支
援
し
て
い

き
た
い
。 

       
 

 

議
員
　
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈

念
式
典
に
参
加
し
た
市
長
の
感
想
と
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
決
意
を
伺
い

た
い
。
ま
た
、
市
長
は
平
和
市
長
会
議

の
一
員
に
な
っ
て
お
り
、
非
核
三
原
則

の
法
制
化
と
、
核
の
傘
か
ら
の
離
脱
を

国
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

2
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
 

（
◎
…
委
員
長
　
　
○
…
副
委
員
長
）
 

決
算
特
別
委
員
会
 

　
平
成
21
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
、
水
道
事
業
、
病
院
事
業
会
計

の
歳
入
・
歳
出
予
算
の
執
行
実
績
を

確
認
し
、
内
容
を
審
査
す
る
た
め
決

算
特
別
委
員
会
（
定
員
8
人
）
を
設

置
し
ま
し
た
。
 

　
9
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
決
算

認
定
議
案
12
件
の
審
査
を
、
閉
会
中

に
行
い
ま
す
。
 

《
決
算
特
別
委
員
会
委
員
》
 

◎
西
沢
　
一
郎
（
公
明
党
）
 

○
小
林
　
澄
子
（
日
本
共
産
党
）
 

　
矢
作
　
い
づ
み
（
日
本
共
産
党
）
 

　
末
吉
　
美
帆
子
（
民
主
ネ
ッ
ト
）
 

　
高
田
　
昌
彦
（
会
派
「
翔
」
）
 

　
村
田
　
哲
一
（
民
主
党
）
 

　
秋
田
　
　
孝
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

　
大
　
　
靖
治
（
自
由
民
主
党
）
 

所
沢
市
自
治
基
本
条
例
特
別
委
員
会
 

　
所
沢
市
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

の
議
案
の
審
査
を
行
う
た
め
所
沢
市

自
治
基
本
条
例
特
別
委
員
会
（
定
員

12
人
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

《
所
沢
市
自
治
基
本
条
例
 

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
委
員
》
 

◎
桑
畠
　
健
也
（
会
派
「
翔
」
）
 

○
福
原
　
浩
昭
（
公
明
党
）
 

　
末
吉
　
美
帆
子
（
民
主
ネ
ッ
ト
）
 

　
城
下
　
師
子
（
日
本
共
産
党
）
 

　
平
井
　
明
美
（
日
本
共
産
党
）
 

　
杉
田
　
忠
彦
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

　
中
村
　
　
太
（
会
派
「
翔
」
）
 

　
赤
川
　
洋
二
（
民
主
ネ
ッ
ト
）
 

　
吉
村
　
健
一
（
公
明
党
）
 

　
大
石
　
健
一
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

　
村
田
　
哲
一
（
民
主
党
）
 

　
石
井
　
　
弘
（
自
由
民
主
党
）
 

　9月定例会では、21人
が一般質問を行いました。 
　質問は各議員の多くの
質問項目中1項目だけが
掲載されています。 
　なお、すべての質問項
目は市議会ホームページ
でご覧になれます。 

市
政
に
対
す
る 



質
問
者
 

設
置
が
望
ま
れ
る
 

　
　
　
　
　
　
右
折
矢
印
信
号
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

浅
野
美
恵
子
 

質
問
者
 

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
 

　
　
　
水
銀
の
自
主
基
準
値
を
 

日
本
共
産
党
　
矢
作
い
づ
み
 

質
問
者
 

夢
を
は
ぐ
く
む
 

　
海
外
派
遣
事
業
の
復
活
を
！
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
荻
野
泰
男
 

質
問
者
 

改
札
を
2
か
所
に
し
 

　
　
　
　
利
用
し
や
す
い
駅
に
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
杉
田
忠
彦
 

質
問
者
 

雑
紙
の
回
収
量
増
加
に
 

　
　
　
　
　
向
け
た
取
り
組
み
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

末
吉
美
帆
子
 

質
問
者
 

温
暖
化
対
策
を
考
慮
し
た
 

　
　
　
　
　
処
理
基
本
計
画
を
 

共
生
　
脇
　
晴
代
 

質
問
者
 

パ
ル
コ
新
所
沢
店
の
 

　
　
　
駐
輪
場
確
保
に
向
け
て
 

会
派
「
翔
」　
桑
畠
健
也
 

質
問
者
 

急
激
に
削
減
さ
れ
た
 

　
　
林
間
学
校
参
加
費
の
援
助
 

日
本
共
産
党
　
平
井
明
美
 

質
問
者
 

借
地
に
よ
る
 

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
は
 

公
明
党
　
西
沢
一
郎
 

質
問
者
 

「
合
唱
の
ま
ち
・
所
沢
」
の
 

　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
秋
田
　
孝
 

閉会中の議会活動 

▲歩道に置かれた自転車（緑町） 

▲狭山ヶ丘中学校合唱部の皆さん 

第156号 ところざわ市議会だより 

（6） 

市
長
　
原
爆
の
甚
大
な
被
害
を
痛
感
し

て
お
り
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る

こ
と
へ
の
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
核
兵

器
反
対
の
立
場
は
平
和
都
市
宣
言
で
明

確
に
し
て
お
り
、
非
核
三
原
則
の
法
制

化
や
核
の
傘
か
ら
の
離
脱
は
、
国
政
レ

ベ
ル
で
の
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。 

         議
員
　
所
沢
駅
西
口
入
口
交
差
点
は
現

在
丁
字
路
で
あ
り
、
右
折
用
の
矢
印
信

号
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
所
沢
村
山

線
の
開
通
に
向
け
て
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
信
号
を
希
望

す
る
声
も
あ
り
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

建
設
部
長
　
ダ
イ
エ
ー
方
面
か
ら
の
車

両
が
所
沢
村
山
線
に
右
折
す
る
こ
と
で

渋
滞
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
。
開
通
後
の
交
差
点
の
通
行
車
両

の
流
れ
を
検
証
し
、
関
係
機
関
と
調
整

し
た
い
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
は
安

全
対
策
面
で
は
効
果
的
で
あ
る
が
、
車

両
の
待
ち
時
間
が
増
加
し
渋
滞
が
発
生

す
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
開

通
に
向
け
た
交
通
協
議
で
協
議
・
検
討

し
た
い
。 

    議
員
　
都
内
の
焼
却
施
設
の
可
燃
ご
み

に
水
銀
が
混
入
し
、
焼
却
炉
を
停
止
し

た
事
故
は
廃
プ
ラ
焼
却
の
影
響
も
考
え

ら
れ
る
。
本
市
で
も
水
銀
の
自
主
基
準

値
を
設
け
、
焼
却
炉
に
水
銀
値
自
動
測

定
器
を
設
置
し
、
周
辺
大
気
の
測
定
を

継
続
し
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
自
主
基
準
値
の

設
定
や
、
現
段
階
で
排
出
規
制
も
測
定

義
務
も
な
い
排
ガ
ス
中
の
水
銀
濃
度
自

動
測
定
器
の
設
置
は
、
国
の
動
向
を
み

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
一
般
環
境
中
の

大
気
測
定
を
毎
月
実
施
し
、
水
銀
濃
度

の
測
定
も
行
っ
て
お
り
、
改
め
て
周
辺

大
気
の
測
定
を
す
る
予
定
は
な
い
。 

    議
員
　
駐
輪
場
不
足
に
対
す
る
㈱
パ
ル

コ
新
所
沢
店
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま

た
、
㈱
ビ
ッ
グ
・
エ
ー
新
所
沢
店
の
は

す
向
か
い
に
あ
る
パ
ル
コ
の
駐
車
場
の

一
部
や
、
け
や
き
通
り
の
中
央
公
園
側

の
歩
道
を
駐
輪
場
に
で
き
な
い
か
。 

市
民
経
済
部
長
　
㈱
パ
ル
コ
新
所
沢
店

は
自
転
車
駐
車
場
の
不
足
を
十
分
認
識

し
て
い
る
。
新
規
の
駐
輪
施
設
の
場
所

に
つ
い
て
も
、
自
社
の
土
地
も
含
め
て

検
討
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
提
案

の
あ
っ
た
場
所
は
関
係
課
と
調
整
し
な

が
ら
十
分
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の
中
に
、
資
源
化
の
可
能
な
雑
紙
が
か

な
り
見
ら
れ
る
。
市
の
施
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
、「
家
庭
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
」
に
わ
か
り
や
す
く
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
回
収
量
増
加
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
従
来
は
雑
誌
に

挟
み
、
ひ
も
で
縛
っ
て
回
収
し
て
い
た

が
、
手
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
昨
年
か
ら
紙
袋
に
入
れ
、
ひ
も

で
十
文
字
に
縛
っ
て
出
す
方
法
で
の
回

収
と
し
た
。
雑
紙
の
回
収
に
取
り
組
み

や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
雑
紙
の
種
類

を
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

で
わ
か
り
や
す
く
明
記
し
た
い
。 

    議
員
　
改
正
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
は
焼
却
量
削
減
と
は
い
え
な
い
項

目
が
あ
り
、
焼
却
ご
み
の
減
量
目
標
も

家
庭
系
10
％
、
事
業
系
15
％
と
な
っ
て

い
る
。
理
念
目
標
と
し
て
「
ご
み
ゼ
ロ
」

を
掲
げ
、
減
量
化
率
目
標
を
50
％
程
度

と
し
、
総
合
計
画
の
地
球
温
暖
化
対
策

と
整
合
性
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長
　
減
量
の
目
標
値
は
、
高
く
掲
げ

る
考
え
方
も
あ
る
が
、
本
市
は
堅
実
に

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
と
し
た
。
減

量
目
標
の
達
成
状
況
を
見
な
が
ら
、
次

の
見
直
し
時
に
は
さ
ら
に
高
い
ハ
ー
ド

ル
が
設
定
で
き
る
よ
う
、
市
民
、
事
業

者
と
の
協
働
に
よ
り
努
力
し
た
い
。 

    議
員
　
J
R
東
所
沢
駅
は
、
電
車
の
本

数
や
利
用
者
数
は
急
増
し
て
い
る
が
、

改
札
は
1
か
所
で
あ
る
。
東
側
改
札
口

の
設
置
へ
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。 

市
民
経
済
部
長
　
県
を
経
由
し
た
各
鉄

道
事
業
者
へ
の
整
備
要
望
の
中
で
、
平

成
18
年
度
か
ら
毎
年
要
望
事
項
と
し
て

い
る
。
設
備
投
資
等
の
面
か
ら
難
し
い

が
、
請
願
者
負
担
や
シ
ル
バ
ー
人
材
の

活
用
等
の
事
例
も
あ
り
、
要
望
に
応
じ

る
形
で
対
応
し
た
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
本
市
は
武
蔵
野
線
旅
客
輸

送
改
善
対
策
協
議
会
に
加
盟
し
て
お
り

J
R
東
日
本
八
王
子
支
社
に
対
し
、
毎

年
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。 

         議
員
　
本
年
度
の
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
が
休
止
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。
ま

た
、
本
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
来

年
度
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
も
伺
い

た
い
。 

教
育
長
　
本
年
度
は
財
政
状
況
の
面
か

ら
休
止
と
し
た
。
中
学
生
を
海
外
に
派

遣
し
、
国
際
理
解
を
深
め
、
自
国
の
文

化
等
に
対
す
る
理
解
を
培
い
、
世
界
に

貢
献
す
る
日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
生
徒
は
各
学
校
の
報
告
会

等
で
異
文
化
交
流
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
事
業
の

意
義
は
認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
に
つ

い
て
は
十
分
検
討
し
て
い
く
。 
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    議
員
　
就
学
援
助
費
の
林
間
学
校
参
加

費
は
全
額
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
本
年

度
か
ら
国
基
準
に
合
わ
せ
大
幅
に
減
額

さ
れ
た
。
元
に
戻
す
こ
と
、
も
し
く
は

段
階
的
な
減
額
に
で
き
な
い
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
財
政
状
況
に
よ
り
事

業
を
見
直
し
た
結
果
、
認
定
基
準
を
維

持
す
る
た
め
に
減
額
と
し
た
。
林
間
学

校
は
、
就
学
援
助
受
給
者
全
員
が
対
象

で
は
な
い
こ
と
や
、
実
施
し
て
い
な
い

学
校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
定
基
準
の

変
更
や
他
の
支
給
科
目
の
減
額
よ
り
も

全
体
的
な
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え

る
。
制
度
維
持
の
た
め
の
決
断
と
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。 

    議
員
　
定
期
借
地
権
つ
き
の
借
地
と
い

う
形
で
土
地
を
確
保
し
、
市
の
サ
ッ
カ

ー
場
を
建
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま

た
、
借
地
公
園
設
置
要
綱
を
参
考
に
ス

ポ
ー
ツ
公
園
設
置
要
綱
を
作
成
し
、
土

地
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
確
保
で
き

る
体
制
作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
定
期
借
地
権
の
契
約

は
契
約
期
間
満
了
後
に
土
地
を
買
い
取

る
必
要
が
な
く
、
財
政
面
で
は
有
利
で

あ
る
。
借
地
公
園
と
サ
ッ
カ
ー
場
は
規

模
や
設
置
頻
度
が
違
う
が
、
要
綱
と
い

う
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、
基
本
的
な
考

え
方
、
方
針
を
定
め
る
必
要
は
あ
る
。 

    議
員
　
合
唱
連
盟
の
補
助
金
は
、
本
年

度
よ
り
文
化
団
体
連
合
会
補
助
金
か
ら

別
立
て
と
な
っ
た
。
合
唱
連
盟
は
、
独

自
性
を
高
め
合
唱
を
普
及
さ
せ
た
い
狙

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
合

唱
連
盟
を
は
じ
め
と
し
た
外
部
指
導
者

に
お
願
い
し
、
小
・
中
学
校
の
合
唱
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

教
育
長
　
市
文
化
祭
の
一
環
で
あ
っ
た

合
唱
祭
が
本
年
度
か
ら
所
沢
市
民
合
唱

祭
と
し
て
開
催
さ
れ
る
が
、
出
演
枠
を

広
げ
、
愛
好
家
の
す
そ
野
を
広
げ
る
た

め
で
あ
る
。
外
部
指
導
員
の
力
は
部
活

動
の
レ
ベ
ル
の
維
持
向
上
に
役
立
つ
も

の
で
、
合
唱
連
盟
の
協
力
が
あ
れ
ば
合

唱
文
化
が
一
層
発
展
す
る
と
考
え
る
。 

共
　
生 

自由 
民主党 

民主ネット 
リベラル 

会派 
「翔」 

日本共産党 公明党 市民クラブ 

■本会議において賛否が分かれた審議結果〔平成２２年第3回定例会〕 ○：賛成　×：反対 

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全議案（３９件）の審議結果は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。 

議　案 

番号等 

久
保
田
　
茂
　
男 

荻
　
野
　
泰
　
男 

杉
　
田
　
忠
　
彦 

大
　
石
　
健
　
一 

島
　
村
　
省
　
吾 

岡
　
田
　
静
　
佳 

秋
　
田
　
　
　
孝 

福
　
原
　
浩
　
昭 

村
　
上
　
　
　
浩 

吉
　
村
　
健
　
一 

西
　
沢
　
一
　
郎 

谷
　
口
　
桂
　
子 

荒
　
川
　
　
　
広 

菅
　
原
　
恵
　
子 

矢
　
作
　
い
づ
み 

城
　
下
　
師
　
子 

小
　
林
　
澄
　
子 

平
　
井
　
明
　
美 

安
　
田
　
義
　
広 

桑
　
畠
　
健
　
也 

中
　
村
　
　
　
太 

高
　
田
　
昌
　
彦 

浅
　
野
　
美
恵
子 

末
　
吉
　
美
帆
子 

石
　
本
　
亮
　
三 

赤
　
川
　
洋
　
二 

浜
　
野
　
好
　
明 

石
　
井
　
　
　
弘 

村
　
田
　
哲
　
一 

水
　
村
　
篤
　
弘 

脇
　
　
　
晴
　
代 

民
主
党 

第８０号 
所沢市老人ホーム亀鶴園等の指定管理者の指
定について 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　　決 

第７５号 
所沢市立学校設置条例の一部を改正する条例
制定について 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

第７４号 
所沢市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する
条例の一部を改正する条例制定について 

× × × × × × 

○ 

○ 

× × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 

結
　
　
　
果 

大
　
　
　
靖
　
治 

（
　
議
　
　
長
　
） 

小
　
川
　
京
　
子 

■総務常任委員会 

　北海道稚内市では「日本のてっぺん応援基金」につい

て、名寄市では「庁議等の公開」について、士別市では

「地域担当職員制度」・「宅配行政サービス」について

それぞれ視察しました。 

■教育福祉常任委員会 

　北海道小樽市では重症心身障害児（者）施設みどりの

里、石狩市では、石狩市総合保健福祉センター「りんく

る」、札幌市では「札幌市子育て支援総合センター」を

視察しました。 

■市民環境常任委員会 

　特定事件「市民活動について」、（仮称）所沢市市民

活動支援センター開設事業について審査を行いました。 

　このほか、特定事件「農業について」の関連で、所沢

市の茶業の現状について、2人の参考人を招致して意見

聴取を行いました。なお、この審査結果を踏まえ、提言

をまとめました（8ページ中段参照）。 

■建設水道常任委員会 

　特定事件「都市景観の整備について」、所沢市景観条

例案及び所沢市ひと・まち・みどりの景観計画案につい

て審査を行いました。 

■第5次所沢市総合計画特別委員会 

　岐阜県多治見市を訪問し、「総合計画策定における議

会の関わり」について説明を受け、質疑を行いました。 

その後、平成22年 6月から新たに供用開始となった最

終処分場施設の視察を行いました。 



◎「ところざわ市議会だより」第156号　作成部数 124,600部、経費 3,219,636円 

9月定例会で教育福祉常任委員会より提出され、 
可決された決議は以下のとおりです。 

本間 滋さん（小手指町）ほか61人 

柘植 康嗣さん（美原町）ほか3,479人 

所沢市経済活性化協議会 
会長　島田 孝男さん（宮本町）ほか33人 

○請願第6号 
　自治基本条例検討についての「体制整備」を願う件 

○請願第5号 
　美原町に公園を設置願いたき件 

○請願第4号 
　議員定数削減を求める件 

第156号 ところざわ市議会だより 
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　市民環境常任委員会は、平成22年 8月16日、所沢市茶業協会会長　新井重雄

氏、及び狭山茶所沢研究会会長　関　隆治氏に参考人としてご出席願い、「所

沢の茶業の現状について」というテーマで意見聴取を行なった。両氏ともに、

所沢の茶業を発展継承したいという高い使命感のもと、茶業の発展にご尽力さ

れていることがわかった。 

　委員会として、参考人からの意見聴取をふまえ、今後の狭山茶の発展・消費

拡大のために、以下提言する。 

１、狭山茶の普及拡大や、お茶を通じた家庭・家族の絆を深めるためにも、学

校教育・社会教育・家庭教育学級・食育などあらゆる機会をとらえ、お茶の講

習会などを開催し、広く所沢市民に狭山茶を楽しむ機会を提供すること。 

２、市役所内の会議などで湯茶を供する場合、安易なペットボトル茶の利用を

抑制し、可能な限り急須を利用して供すること。 

次の定例会は11月29日からの予定です。 
傍聴をお待ちしています。 
本会議インターネット中継もご利用ください。 

７月７日　全員協議会 

　　　　　第５次所沢市総合計画 

　　　　　　　　　　　　特別委員会 

　　15日　代表者会議／議会運営委員会 

　　　　　議会報・図書室委員会 

　　21日　市民環境常任委員会 

　　26～27日　代表者会議視察 

　　28日　建設水道常任委員会 

８月１～３日　教育福祉常任委員会視察 

　　３～５日　総務常任委員会視察 

　　８～９日　第５次所沢市総合計画 

　　　　　　　　　　　　特別委員会視察 

　　10日　議員研修会 

　　　　（於：市役所８階大会議室） 

　　16日　市民環境常任委員会 

　　20日　代表者会議 

　　24日　議会運営委員会 

　　25日　第５次所沢市総合計画 

　　　　　　　　　　　　特別委員会 

　　26日　代表者会議／議会運営委員会 

　　　　　全員協議会 

9月 2～27日　第 3回定例会 
　　14日　議会報・図書室委員会 

　　22日　第５次所沢市総合計画 

　　　　　　　　　　　　特別委員会 

提 　 出 　 者 件　　　　　　　名 

請願・陳情審議の結果（ 9月定例会） 
結　果 
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の
夏
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し
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荒
れ
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う
な
暑
さ
の
中
で
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
予
想
を
反
し
て
動
き
出

し
ま
し
た
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株
価
の
下
落
や
急
激
な
円
高
も
、
為

替
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入
で
解
決
し
企
業
の
活
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も
出
る

か
と
思
い
ま
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が
効
果
な
く
、
景
気

後
退
が
続
い
て
い
ま
す
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月
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会
に
「
市
民
と
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た
」
自
治
基
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例
案
が
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れ
、
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会
で
も
「
熱
い
」
議
論

と
な
り
ま
し
た
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結
果
は
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と

な
り
、「
所
沢
市
自
治
基
本
条
例
特
別

委
員
会
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が
設
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ま
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た
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今
後

は
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会
で
の
活
発
な
論
議
を

期
待
す
る
も
の
で
す
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例
年
は
、
お
盆
を
過
ぎ
れ
ば
秋
風
も

色
を
見
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ま
す
が
、
今
年
は
遅
い
登
場

で
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た
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夜
の
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で
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身
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秋
が
急
に
姿
を
見
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空
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よ
う
に
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よ
う
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の
か
と
思
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時
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し
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い
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す
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編 

集 
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記 

狭山茶の発展・消費拡大のために（提言） 

　気候変動の影響による猛暑のなか、熱中症で亡くなる人が相次ぐなど大変な

事態となっている。こうしたなか、9月 1日から小・中学校の授業も始まって

おり、猛暑対策が進んでいない学校では、体調不良を訴える児童・生徒も増加

するなど深刻な事態である。 

　この間、議会としても小・中学校の普通教室へのエアコン設置を求めてきた

ところであるが、いまだ実現に至っていない。 

　市の宝である子どもたちが、授業に集中できるための教育環境の整備・充実

は緊急の課題である。猛暑から子どもたちを守るためにも、市として小・中学

校の各教室に猛暑対策を早急に取り組むこと。　以上、決議する。 

可決された決議 

小・中学校の猛暑対策を早急に実施することを求める決議 

採　　択 
（全会一致） 

趣旨採択 
（全会一致） 

継続審査 


